
第131 号（1） 令和6年4月1日（月） 学園創立90周年

聖 徳 大 学 大 学 院
聖 徳 大 学 教 職 大 学 院
聖 徳 大 学
聖 徳 大 学 短 期 大 学 部
聖徳大学幼児教育専門学校
光英 V E R I TA S 高等学校
聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校
光 英 V E R I T A S 中 学 校

■

■

■

■

■

■

■

■

聖 徳 大 学 附 属 小 学 校
聖 徳 大 学 附 属 幼 稚 園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園
聖 徳 大 学 三 田 幼 稚 園
聖徳大学八王子幼稚園
聖 徳 大 学 多 摩 幼 稚 園

■

■

■

■

■

■

■

■
聖徳学園ホームページ

● 発行 ●
学校法人 東京聖徳学園

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL. 03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ

https : //www.seitoku-u.ac. jp/gakuen/

第113311号第131号
令和6年4月1日

　

一
月
十
二
日（
金
）、
聖
徳
大

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
て
、

「
聖
徳
教
育
Ⅰ
」文
化
講
演
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会

は
、
各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
著
名
人
を
講
師
に
招
き
、

間
も
な
く
社
会
人
と
な
る
卒
業

年
次
の
学
生
を
対
象
に
行
っ
て

い
ま
す
。今
回
は
、衆
議
院
議
員
、

名
誉
学
長
野
田
聖
子
先
生
を

講
師
に
迎
え
、「
フ
ェ
ム
テ
ッ

ク
！
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
野
田
先
生
は
、

上
智
大
学
外
国
学
部
比
較
文
化

学
科
を
卒
業
し
、
一
九
八
七
年

岐
阜
県
議
会
議
員
選
挙
に
当
選

後
、
一
九
九
三
年
第
四
十
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
初
当
選

し
、
以
後
、
連
続
で
十
回
当
選

さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
役
職
と

し
て
、
郵
政
大
臣
、
消
費
者
行

政
担
当
大
臣
、
自
由
民
主
党
総

務
会
長
、
総
務
大
臣
、
女
性
活

躍
担
当
大
臣
、
衆
議
院
予
算
委

員
長
、
自
由
民
主
党
幹
事
長
代

行
、内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
地

方
創
生
、
少
子
化
対
策
、
男
女

共
同
参
画
）、
女
性
活
躍
、
こ
ど

も
政
策
、
孤
独
・
孤
立
対
策
担

当
大
臣
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
国
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
し
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
生
は
本
学
の
名
誉
学

長
に
就
任
し
、
令
和
五
年
四
月

に
名
誉
博
士
の
称
号
を
授
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

野
田
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
振
り
返
り
、
女
性
が
自

ら
の
意
思
で
健
康
や
身
体
を
守

る
こ
と
が
で
き
る「
フ
ェ
ム
テ
ッ

ク
」に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
と
い
う

言
葉
は
、Fem

ale

（
女
性
）
と

Technology

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、
女

性
が
抱
え
る
生
理
、
妊
娠
、
不

妊
、
出
産
や
育
児
、
更
年
期
な

ど
様
々
な
体
の
悩
み
を
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
解
決
で
き
る
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。フ
ェ

ム
テ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
効
果
は

約
二
兆
円
／
年
と
い
う
推
計
も

あ
り
ま
す
。
女
性
の
需
要
に
応

え
る
こ
と
は
、景
気
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
す
。

女
性
の
体
は
男

性
と
は
決
定
的

に
違
い
ま
す
。

女
性
に
と
っ
て

生
理
は
大
変
な

時
間
で
す
が
、

こ
の
お
か
げ
で
人
類
が
紡
が
れ

て
い
く
。
男
性
は
想
像
力
が
働

か
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
に
敬
意
が
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
製
品
を

活
用
し
、
女
性
が
抱
え
る
多
く

の
悩
み
や
生
き
づ
ら
さ
を
和
ら

げ
、
女
性
が
当
た
り
前
に
活
躍

で
き
る
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
女
性
は
男
性
よ

り
活
躍
し
た
い
わ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
楽
に
生
き
た
い
の
で
す
。

実
力
相
応
に
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
世
の

中
を
変
え
て
い
く
鍵
は
女
性
に

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
現
状
に

諦
め
ず
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
中
、
学
生
は
終
始

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
学
生
一
人
ひ
と
り

の
胸
の
中
に
も
深
く
刻

ま
れ
ま
し
た
。
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聖
徳
大
学
と
工
科
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
技
術
短
期
大
学（
ベ
ト
ナ

ム
社
会
主
義
共
和
国
・
ハ
ノ
イ

市
）は
、一
月
二
十
八
日（
日
）に

学
術
及
び
教
育
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

工
科
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
技
術

短
期
大
学（Polytechnic College 

of Engineering and Technology

）

は
、二
〇
〇
八
年
に
設
立
さ
れ

た
私
立
の
短
期
大
学
で
す
。
ベ

ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
置
き
、五
つ
の
学
科

を
擁
し
て
い
ま
す
。
設
立
時
は

機
械
工
学
分
野
の
専
門
教
育
を

主
と
し
て
い
ま
し
た
が
、規
模

を
拡
大
し
現
在
は
看
護
・
保
健
、

Ⅰ
Ｔ
、外
国
語
、観
光
と
い
っ
た

分
野
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

学
生
数
は
二
〇
〇
〇
名
を
超
え
、

現
在
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て

い
ま
す
。

　

協
定
内
容
は
、日
本
で
の
就

業
を
希
望
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
介

護
人
材
の
養
成
、主
と
し
て
介

護
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
開
発
、教

職
員
や
学
生
の
交
流
に
つ
い
て

お
互
い
に
協
力
を
す
る
こ
と
で

合
意
を
し
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
式
は
工
科
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
・
技
術
短
期
大
学
で
執

り
行
わ
れ
、同
校
代
表
の
レ
ー
・

チ
ー
・
ホ
イ
理
事
長
か
ら
今
回

の
訪
問
に
対
す
る
感
謝
の
意
が

表
さ
れ
る
と
共
に
、「
こ
の
協
定

が
大
き
な
成
功
を
も
た
ら
し
、

両
校
の
永
続
的
な
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。」

と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
並
学
長
か
ら
は
、「
お
互
い

の
学
校
がW

in-W
in

の
関
係
で

成
長
で
き
る
環
境
を
築
き
た
い
。

こ
の
協
定
が
福
祉
分
野
に
限
ら

ず
両
校
の
幅
広
い
交
流
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」

と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

川並弘純学長 レー・チー・ホイ理事長

聖徳大学とベトナムの工科テクノロジー･技術短期大学が

学術及び教育連携に関する協定を締結

実就職率　学部 系統別編

2023 年 教育・保育系 就職編

ここなら叶う私の夢 トップクラスのキャリア実績

聖徳大学は、聖徳大学は、
「「学生の成長学生の成長」」をを
大切にしています大切にしています。。

2021・2022・2023年

全国女子大学

最新!
2023年 実就職率

3年連続

[97.5%]
卒業生数100人以上（　　 　 　　　）1,000人未満の大学

第第11位位

看護・保健・医療系

福祉系 家政・生活・栄養系

幼稚園教諭就職者数 保育士就職者数

文・人文・外国語系
看護学部

心理・福祉学部 人間栄養学部

文学部[100.0%]

[85名] [149名]

全国全国第第11位位

女子大学 女子大学 第第11位 位 [96.9%] 女子大学 女子大学 第第22位 位 [96.6%]

全国全国第第11位位 全国全国第第22位位

2年連続

[95.5%]全国全国第第22位位

●
令
和
五
年
度
文
化
講
演
会

名
誉
学
長･

衆
議
院
議
員

野
田
聖
子
先
生
を
迎
え
て

（関東・甲信越地区） （関東・甲信越地区）

公務員採用試験
合格状況

（令和6年2月14日付）

令和5年度

【公立小学校教諭】
千葉県・千葉市14名／東京都5名／
埼玉県5名／茨城県4名／栃木県1名／
北海道1名／仙台市1名／長野県1名

【一般職（行政）】松戸市1名／取手市1名／稲敷市1名／利根町1名　【栄養士職】東京都1名／荒川区１名
【心理職】 千葉県 1名　【福祉職】東京都特別区（新宿区）１名／さいたま市１名　【社会福祉士職】東京都
特別区（葛飾区）１名／船橋市１名　【警察官】千葉県警１名　【保健師】東京都特別区（江戸川区）１名

［東京都］特別区（荒川区）1名　　　［愛知県］名古屋市1名

［千葉県］習志野市1名／茂原市1名／市原市1名　　　［茨城県］稲敷市2名

【公立中学校・高等学校教諭】
千葉県・千葉市3名／東京都1名／茨城県１名／福島県2名

【養護教諭】 千葉県・千葉市1名／東京都1名
【特別支援学校教諭】 
千葉県・千葉市１名／東京都１名／茨城県１名

［東京都］千代田区2名／港区3名／文京区3名／台東区2名／墨田区2名／江東区3名／目黒区１名／
　　　　大田区2名／世田谷区１名／渋谷区１名／杉並区１名／豊島区１名／北区3名／荒川区2名／
　　　　足立区3名／葛飾区6名／江戸川区4名／中央区１名／中野区１名／日野市１名

［千葉県］千葉県1名／千葉市1名／船橋市6名／松戸市1名／成田市1名／柏市4名／我孫子市1名／
　　　　浦安市１名／印西市１名／白子町１名

［埼玉県］埼玉県1名／さいたま市3名／春日部市1名／草加市1名／越谷市3名
［神奈川県］川崎市１名 ［栃木県］小山市１名／栃木市１名
［茨城県］つくば市１名／守谷市１名／龍ヶ崎市１名／阿見町１名 ［静岡県］熱海市１名

〈公立小・中・高等学校教諭〉合格者4444 名

〈その他職種〉合格者1313 名

〈保育士〉合格者7878名

〈幼稚園教諭〉合格者22名

〈保育教諭・幼保一括採用〉合格者55名

教育分野教育分野やや公務員採用においてにおいて実証された
聖徳の実力！
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市
制
施
行
八
十
周
年
記
念
事

業
に
尽
力
し
機
運
の
醸
成
に
多

大
な
る
貢
献
を
し
た
と
し
て
松

　

い
ず
れ
も
松
戸
市
制
施
行

八
十
周
年
の
冠
を
付
け
て
地
域

　

令
和
五
年
十
一
月

二
十
三
日（
木･

祝
）、

短
期
大
学
部
保
育
科

の
学
生
有
志｢

ま
つ

ど
ソ
ン
グ
研
究
グ
ル
ー

プ｣

が｢

保
育
科
学

生
に
よ
る
! !
戸
定

邸
で
遊
ぼ
う
！
~
こ

ん
に
ち
は
！
あ
き
た

け
さ
ん
~｣

を
戸
定

が
丘
歴
史
公
園
に
て

開
催
。

　

令
和
五
年
十
二
月
九
日（
土
）、

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
創
立

九
十
周
年
記
念
な
ら
び
に
松
戸

市
制
施
行
八
十
周
年
を
記
念
し

て
、
聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所

主
催
講
演
会｢

ア
ジ
ア・ア
フ
リ

カ
の
児
童
と
危
機
管
理
活
動
︱

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
す
べ
て
の
課
題
を

有
す
る
国
々
で｣

を
開
催
。

戸
市
長
よ
り
本
学
の
次
の
取
り

組
み
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

の
行
事
を
開
催
し
、
松
戸
市
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

【
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
】

【
聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
】

松
戸
市
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

■
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、東
京
都
立
大
学
、早
稲
田

大
学
、上
智
大
学
、東
京
理
科
大

学
、青
山
学
院
大
学
、中
央
大
学
、

法
政
大
学
、明
治
大
学
、立
教
大

学
、跡
見
学
園
女
子
大
学
、医
療

創
生
大
学
、桜
美
林
大
学
、大
妻

女
子
大
学
、開
智
国
際
大
学
、北

里
大
学
、共
立
女
子
大
学
、杏
林

大
学
、工
学
院
大
学
、國
學
院
大

學
、国
際
医
療
福
祉
大
学
、国
士

舘
大
学
、駒
澤
大
学
、芝
浦
工
業

大
学
、淑
徳
大
学
、順
天
堂
大
学
、

城
西
国
際
大
学
、尚
美
学
園
大

学
、昭
和
女
子
大
学
、清
泉
女
子

大
学
、大
正
大
学
、大
東
文
化
大

学
、玉
川
大
学
、千
葉
工
業
大
学
、

つ
く
ば
国
際
大
学
、帝
京
大
学
、

帝
京
科
学
大
学
、帝
京
平
成
大

学
、東
海
大
学
、東
京
音
楽
大
学
、

東
京
国
際
大
学
、東
京
女
子
大

学
、東
京
都
市
大
学
、東
邦
大
学
、

東
洋
大
学
、二
松
学
舎
大
学
、日

本
大
学
、日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス

ポ
ー
ツ
大
学
、日
本
工
業
大
学
、

日
本
女
子
大
学
、日
本
体
育
大

学
、人
間
総
合
科
学
大
学
、東
日

本
国
際
大
学
、文
教
大
学
、文
化

学
園
大
学
、文
京
学
院
大
学
、明

治
薬
科
大
学
、明
星
大
学
、目
白

大
学
、立
正
大
学
、流
通
経
済
大

学
、了
徳
寺
大
学
、麗
澤
大
学
、

和
洋
女
子
大
学
、Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
マ
ン
ガ
ア
カ
デ
ミ
ー
専
門

部
、Ｔ
Ｃ
Ａ
東
京
Ｅ
Ｃ
Ｏ
動
物

海
洋
専
門
学
校
、新
東
京
歯
科

衛
生
士
専
門
学
校
、専
門
学
校

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
ア
ー
ツ
、日
本

医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
、華

学
園
栄
養
専
門
学
校
、ベ
ル
エ

ポ
ッ
ク
美
容
専
門
学
校
、八
千

代
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

■
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、上
智
大
学
、國
學
院
大
學
、

津
田
塾
大
学
、日
本
女
子
大
学
、

跡
見
学
園
女
子
大
学
、桜
美
林

大
学
、大
妻
女
子
大
学
、共
立
女

子
大
学
、実
践
女
子
大
学
、城
西

国
際
大
学
、城
西
大
学
、昭
和
音

楽
大
学
、昭
和
女
子
大
学
、杉
野

服
飾
大
学
、聖
心
女
子
大
学
、清

泉
女
子
大
学
、洗
足
学
園
音
楽

大
学
、大
正
大
学
、帝
京
科
学
大

学
、東
京
音
楽
大
学
、東
京
家
政

学
院
大
学
、東
京
農
業
大
学
、東

洋
大
学
、フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大

学
、文
化
学
園
大
学
、文
教
大
学
、

武
庫
川
女
子
大
学
、武
蔵
野
音

楽
大
学
、武
蔵
野
大
学
、明
星
大

学
、ヤ
マ
ザ
キ
動
物
看
護
大
学
、

立
正
大
学
、流
通
経
済
大
学
、麗

澤
大
学
、茨
城
県
き
ぬ
看
護
専

門
学
校
、つ
く
ば
国
際
ペ
ッ
ト

専
門
学
校
、山
野
美
容
専
門
学

校
、専
門
学
校
デ
ジ
タ
ル
＆
ラ

ン
ゲ
ー
ジ
秀
林

■
附
属
小
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
、

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
学
校
、

開
成
中
学
校
、早
稲
田
中
学
校
、

巣
鴨
中
学
校
、芝
中
学
校
、学
習

院
女
子
中
等
科
、品
川
女
子
学

院
中
学
校
、渋
谷
教
育
学
園
幕

張
中
学
校
、市
川
中
学
校
、東
邦

大
学
付
属
東
邦
中
学
校
、昭
和

学
院
秀
英
中
学
校
、芝
浦
工
業

大
學
柏
中
学
校
、専
修
大
学
松

戸
中
学
校
、国
府
台
女
子
学
院

中
学
部
、麗
澤
中
学
校
、千
葉
県

立
東
葛
飾
中
学
校
、浦
和
明
の

星
女
子
中
学
校
、栄
東
中
学
校
、

立
教
新
座
中
学
校
、開
智
中
学

校
、江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
、

茗
渓
学
園
中
学
校

■
附
属
幼
稚
園

　

附
属
第
二
幼
稚
園

　

附
属
成
田
幼
稚
園

　

附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、江
戸

川
学
園
取
手
小
学
校
、日
出
学

園
日
出
学
園
小
学
校
、成
田
高

等
学
校
付
属
小
学
校

■
三
田
幼
稚
園

　

八
王
子
幼
稚
園

　

多
摩
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、お
茶

の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
、

慶
應
義
塾
横
浜
初
等
部
、東
洋

英
和
女
学
院
小
学
部
、学
習
院

初
等
部
、成
蹊
小
学
校
、宝
仙
学

園
小
学
校
、川
村
小
学
校
、文
教

大
学
付
属
小
学
校

四
月
か
ら
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
で

　
　
　
　
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
︒

令
和
六
年
三
月
十
一
日
現
在

四
月
か
ら
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

卒
業
生

卒
業
生
・・
卒
園
生

卒
園
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

合
格
合
格

令
和
五
年
度
文
学
部
書
道
文
化
コ
ー
ス

卒
業
生
卒
業
制
作
展

文
学
部
文
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス

　
一
月
十
六
日（
火
）か
ら
二
十

日（
土
）ま
で
、川
並
弘
昭
記
念

図
書
館
に
て「
第
十
七
回
児
童

学
科
卒
業
研
究
作
品
展
」を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、

四
年
次
の
卒
業
研
究
を
制
作
で

行
っ
た
学
生
の
成
果
発
表
の
場

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
出
展
者
数
は
約
七
十
名
。

美
術
を
は
じ
め
幼
児
教
育
、保

　
二
月
二
十
三
日（
金
）か
ら

二
十
五
日（
日
）の
三
日
間
、令

和
五
年
度
文
学
部
書
道
文
化

コ
ー
ス
卒
業
生
卒
業
制
作
展

な
ら
び
に
、聖
徳
大
学
書
道
研

究
部
春
季
展
を
松
戸
市
文
化

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
書
道
研
究
部
春
季
展
は
、学

外
で
展
示
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
十
三
回
目
を
迎
え
、聖
徳
祭

で
の
展
示
と
並
ぶ
年
間
二
大
イ

ベ
ン
ト
の
内
の
一
つ
で
あ
り
、

部
員
の
日
頃
の
錬
成
成
果
の
発

表
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
学
部
書
道
文
化
コ
ー
ス
で

は
、卒
業
制
作
と
し
て
一
人
四

点
の
作
品
を
課
し
て
お
り
、卒

業
生
卒
業
制
作
展
は
、今
年
度

育
、小
児
栄
養
や
小
児
保
健
、児

童
文
学
、体
育
な
ど
八
つ
の
ゼ

ミ
の
参
加
が
あ
り
、「
児
童
学
」

を
多
面
的
に
捉
え
ら
れ
る
展
示

に
な
り
ま
し
た
。

　
研
究
内
容
は
絵
画
や
立
体
、

絵
本
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、ゲ
ー

ム
な
ど
の
自
己
表
現
研
究
と
布

絵
本
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な

ど
の
教
材
研
究
の
二
つ
に
分
か

れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
専
用
の
卒

業
研
究
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
活
用

し
、
評
価
の
観

点
を
理
解
し
研

究
を
進
め
ま
し

た
。
展
示
は
評

価
項
目
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
た
る
た

め
、各
自
、作
品

の
卒
業
生
四
名
に
よ
る
合
計

十
六
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。作
品
は
、漢
字
・
か
な
・
篆

刻
・
調
和
体
の
各
分
野
に
及
び
、

が
良
く
見
え
る
よ
う
考
え
て
展

示
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
は
こ

の
卒
業
研
究
を
通
し
て「
児
童

学
」の
ま
と
め
と
し
て
各
々
の

課
題
に
向
き
合
い
、作
品
と
い

う
形
で
成
果
を
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
大
学
で
の
制
作
も
存

分
に
行
え
た
た
め
、電
動
工
具

な
ど
特
別
な
機
材
を
使
っ
た
り
、

大
き
な
サ
イ
ズ
の
作
品
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
己
の
内
面
を
見

つ
め
、素
材
に
触
れ
、保
育
の
課

題
に
目
を
向
け
研
究
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
終
年

次
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
経
験

が
今
後
、子
ど
も
と
関
わ
る
仕

事
に
就
い
た
際
、さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
五
日
間
と
い
う
わ
ず
か
な
開

催
で
し
た
が
、来
場
し
た
学
生

や
教
員
と
の
会
話
を
通
し
て
作

品
に
新
た
な
一
面
を
発
見
す
る

な
ど
貴
重
な
学
び
の
場
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

額
・
軸
・
帖
・
巻
子
な
ど
様
々
な

表
具
を
施
し
、大
作
か
ら
小
品

ま
で
、学
生
た
ち
の
四
年
間
の

学
び
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
会
期
中
は
、学
生
の
保
護
者

の
方
々
を
は
じ
め
、松
戸
市
民

の
方
々
、大
学
関
係
者
の
方
々

な
ど
多
く
の
皆
様
の
来
場
が
あ

り
、盛
会
裏
に
閉
会
し
ま
し
た
。

研究所長 保育科学生

■

教
育
学
部
児
童
学
科

第
十
七
回

第
十
七
回 

児
童
学
科
卒
業
研
究
作
品
展

児
童
学
科
卒
業
研
究
作
品
展

　
永
年
に
わ
た
り
保
育
士
養
成

事
業
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
と
し
て
、二
月
一
日（
木
）、

一
般
社
団
法
人
全
国
保
育
士
養

成
協
議
会
会
長
よ
り
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

聖徳大学三田幼稚園
園長 塩 美佐枝

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
表
彰
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就
職
活
動
本
番
！

業
界
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
第
十
回

千
葉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で

聖
徳
生
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
！

　

人
間
栄
養
学
科
学

生
の
最
大
の
難
関
で

あ
る
管
理
栄
養
士
国

家
試
験
が
行
わ
れ
る

三
月
三
日（
日
）に
向

け
て
、
今
年
度
初
め
て

激
励
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
試
験
対
策
直
前

セ
ミ
ナ
ー
の
最
終
日

二
月
二
十
二
日（
金
）、

川
並
弘
純
学
長
、
増
井

三
夫
副
学
長
ご
出
席

の
も
と
、
学
生
九
十
四

名
、
四
年
の
ク
ラ
ス
担

任
、
年
間
通
し
て
学
生

を
支
え
て
き
た
助
手

　

松
戸
市
で
は
二
〇
一
八
年
度

か
ら
松
戸
市
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
一
翼
を
担
う
存
在
と
し

て
の
管
理
栄
養
士
の「
見
え
る

化
」が
課
題
の
中
、
松
戸
市
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
の
管
理
栄
養
士
ら
が
松
戸

市
医
師
会
連
携
の
下
で
舵
を
取

り
、
松
戸
市
内
在
勤
・
在
住
管

理
栄
養
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
学
に
も
ご
縁
が
あ
り
十
二

月
の
対
面
会
議
・
勉
強
会
の
企

画
・
運
営
に
人
間
栄
養
学
部
三

年
生（
森
ゼ
ミ
生
）が
携
わ
る
こ

　

二
月
十
三
日（
火
）か
ら
十
六

日（
金
）の
四
日
間
、
主
に
大
学

三
年
生
と
短
大
一
年
生
を
対
象

に
業
界
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
年
こ
の

時
期
に
開
催
し
て
い
る
学
内
最

大
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
で
、
例
年

多
く
の
企
業
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
今
年
度
も
二
日
間
を

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
、
二
日
間

は
実
際
に
企
業
の
人
事
担
当
者

を
学
内
に
招
い
て
の
対
面
方
式

に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
企
業
は
エ
ア
ラ
イ
ン
や

金
融
、ホ
テ
ル
や
商
社
な
ど
、オ

ン
ラ
イ
ン
方
式
で
三
十
一
社
、

対
面
方
式
で
三
十
九
社
の
計

七
十
社
。
参
加
し
た
学
生
は

延
べ
七
百
五
十
名
と
大
盛
況

の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
先
立
ち
、

初
日
に
は
出
陣
式
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
増
井
三

夫
副
学
長
、
橋
本
聡
恵
キ
ャ
リ

ア
支
援
課
長
か
ら
の
激
励
の
ス

ピ
ー
チ
に
続
き
、キ
ャ
リ
ア
支

援
課
職
員
の
掛
け
声
に
よ
り
オ

　

二
月
二
十
一
日（
水
）、
千
葉

県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
委

員
会
主
催
の「
第
十
回
千
葉
県

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」が
千
葉
大
学
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
大
学
生
五
名
が
、
参

加
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
事
例
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
本
学
か
ら
も
、
心
理
・
福
祉

学
部
三
年
の
大
庭
風
佳
さ
ん
が

ビ
ィ
ー
・
ト
ラ
ン
セ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
事
例

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を

決
め
、
全
五
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
て
、
旅
行
プ
ラ
ン
を

立
案
し
、
旅
行
先
の
視
察
を
し

た
上
で
、
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
立
案
し
た
プ
ラ
ン
の

た
ち
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。

昼
食
と
し
て
学
食
で
も
人
気
の

「
麥
乃
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
特

別
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
」に
学
生
の

喜
び
の
声
が
上
が
り
、
仲
間
と

も
う
ひ
と
頑
張
り
を
確
認
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
長
か
ら「
試
験
ま
で
の
一

週
間
の
過
ご
し
方
が
大
切
で
あ

り
、
国
家
試
験
合
格
は
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
素
晴
ら
し
い
も
の

に
す
る
」と
激
励
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
、
増
井
副
学
長
か
ら
は
、

「
合
格
す
る
強
い
意
志
を
も
っ

て
受
験
す
る
こ
と
が
、
合
格
す

る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
」と
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
調
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
、

今
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
知
識
を

あ
ふ
れ
さ
せ
、
い
ざ
試
験
会
場

へ
！

　

卒
業
後
、
管
理
栄
養
士
の
資

格
も
っ
て
、
頼
ら
れ
愛
さ
れ
る

社
会
人
と
な
っ
て
活
躍
す
る
た

め
の
第
一
歩
で
す
。
学
科
教
職

員
み
ん
な
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
！
」

と
に
な
り
ま
し
た
。
千
葉
県
東

葛
エ
リ
ア
を
中
心
に
お
い
し
い

減
塩
食
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

商
品
開
発
・
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト

ラ
ン
の
経
営
を
手
掛
け
る
学
部

卒
業
生
の「
管
理
栄
養
士
の
ビ

ス
ト
ロ 

Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」代
表
か

ら
も
減
塩
弁
当
プ
レ
ゼ
ン
の
機

会
を
設
定
し
て
も
ら
う
な
ど
、

本
学
で
の
会
議
成
立
に
向
け
多

く
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
生
は
、
初
の
現
場
の
管

理
栄
養
士
と
の
会
議
・
勉
強
会

を
前
に「
楽
し
み
！ 

で
も
ど
う

や
っ
て
進
め
る
の
か
？
」な
ど

と
不
安
も
あ
る
中
、
少
し
ず
つ

社
会
人
と
の
や
り
と
り
や
調
整

作
業
を
自
ら
主
体
と
な
り
進
め

て
い
き
ま
し
た
。
当
日
は
市
内

医
療
機
関
等
の
管
理
栄
養
士
八

名
、
人
間
栄
養
学
部
教
員
八
名
、

学
生
八
名
の
合
計
二
十
四
名
の

参
加
と
な
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
向
け
て
の
第
一
歩
を
踏
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
生
は
こ
の
機
会
を
通
じ

て
一
歩
一
歩
進
め
ば
未
知
の
こ

と
で
も
山
を
越
え
ら
れ
る
と
確

信
し
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
お
け
る
学
生
主
体
の

活
動
・
成
長
の
機
会
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
学
生
た

ち
全
員
と
就
職
活
動
の
成
功
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　

各
社
と
も
企
業
紹
介
の
ス
ラ

イ
ド
を
利
用
し
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
企
業
は
、
卒
業
生

が
人
事
担
当
者
と
し
て
来
校
し
、

実
際
に
企
業
で
卒
業
生
が
活
躍

し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
自

分
で
調
べ
て
い
る
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
」「
知
ら
な
い
企
業
の
話
を

聞
き
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
る

発
表
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。
大

庭
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
ラ
ー

博
で
全
国
ラ
ー
メ
ン
食
べ
歩
き

コ
ー
ス
」を
企
画
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
し
て
学
べ
た
こ
と
、

自
分
自
身
が
成
長
し
た
こ
と
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
終
的
に
企
画
・
考
案
し

た
旅
行
プ
ラ
ン
が
、「
学
生
に
よ

こ
と
が
で
き
た
」な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
収
穫
が
あ
っ
た
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
で
企
業

説
明
会
の
予
約
を
し
た
学
生
や
、

選
考
方
法
に
つ
い
て
熱
心
に
確

認
す
る
な
ど
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

か
ら
内
定
を
獲
得
し
よ
う
と
す

る
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
、

学
生
た
ち
の
就
職
活
動
は
本
格

化
し
ま
す
。
本
学
で
は
キ
ャ
リ

ア
支
援
課
を
中
心
と
し
て
、
教

職
協
同
で
学
生
を
支
援
す
る
体

制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
学
生
一
人
ひ
と
り
の
強

み
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
自
信

を
も
っ
て
就
職
活
動
に
臨
み
、

全
員
が
希
望
の
進
路
に
つ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

る
旅
行
企
画
」と
し
て
お
客
様

に
提
供
さ
れ
る
バ
ス
旅
行
商
品

に
な
る
こ
と
が
決
定
し
、
商
品

化
！
発
表
で
は
、
し
っ
か
り
と

そ
の
商
品
を
来
場
し
て
い
る
皆

様
へ
宣
伝
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
庭
さ
ん
か
ら
は
、「
就
活
を

前
に
人
前
で
話
す
経
験
を
し
た

く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
他
で
は
味
わ
え
な
い
達
成

感
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
の
自
分
に
自
信
を
つ
け
て

く
れ
る
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

人
間
栄
養
学
科
だ
よ
り

人
間
栄
養
学
科
だ
よ
り

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

受
験
激
励
会
を
実
施

～
国
家
試
験
10
日
前
! !
～

学
生
に
よ
る 

松
戸
市
内
管
理
栄
養
士

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議・勉
強
会
の

企
画
・
運
営

　

二
月
十
八
日（
日
）「
第
七
十 

四
回
全
関
東
八
王
子
夢
街
道
駅

伝
競
走
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。一
般
や
高
校
、
大
学
な
ど

各
部
門
に
分
か
れ
た
レ
ー
ス
の

う
ち
、
本
学
は
大
学
女
子
の
部

（
四
区
間
計
14
・２
㎞
）に
出
場

し
ま
し
た
。
四
人
で
襷
を
繋
げ
、

本
学
に
お
け
る
過
去
の
記
録
を

更
新
し
た
五
十
三
分
四
十
三
秒

の
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し
、
五
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

卒
業
や
入
学
で
メ
ン
バ
ー
の

新
旧
交
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

有
望
な
新
入
部
員
を
迎
え
、
今

年
度
は
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
新
生
陸
上
競
技
部

の
今
後
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ

さ
い
！

第
七
十
四
回

全
関
東
八
王
子
夢
街
道
駅
伝
競
走
大
会

第
五
位
入
賞
！

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

左から：関 円来さん（1年）、 大坪美優さん（1年）、
　　  　吉岡 瞳さん（4年）、 志関杏海さん（2年）　※学年は出場時
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大
学･

短
大
の
教
育
の
充
実

を
図
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と

の
連
携
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、

後
援
会
で
は
、
支
部
総
会
お
よ

び
保
護
者
会
を
、
毎
年
北
海
道

か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
全
国

十
一
の
支
部
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム「
卒

業
生
に
よ
る
体
験
発
表
」は
、

全
国
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
大

学
生
活
や
就
職
活
動
な
ど
ご
自

身
の
体
験
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
か

ら
は
、
具
体
的
な
経
験
談
を
聞

け
る
と
好
評
の
企
画
で
す
。
昨

年
度
の
発
表
の
中
か
ら
二
人
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

三
上
采
香
さ
ん（
令
和
五
年

三
月
児
童
学
部
卒
業
）は
、
幼

稚
園
教
諭
と
し
て
地
元
の
長
野

県
御
代
田
町
立
雪
窓
保
育
園
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
で
は
、
二
年
次
に

公
立
保
育
士
の
道
を
選
び
、
三

年
次
の
夏
ご
ろ
に
市
町
村
を
絞

っ
た
そ
う
で
す
。
大
学
の
公
務

員
講
座
に
も
参
加
し
、
同
じ
参

考
書
を
何
回
も
繰
り
返
し
解
い

た
り
、
四
年
次
の
春
か
ら
は
、

ほ
ぼ
毎
日
図
書
館
に
行
っ
て
勉

強
を
し
ま
し
た
。「
と
り
あ
え
ず

図
書
館
に
行
っ
て
、
座
る
」の

を
目
標
に
、
二
時
間
ぐ
ら
い
は

勉
強
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

須
貝
委
寧
さ
ん（
令
和
四
年

三
月
文
学
部
卒
業
）は
、ア
イ
・

ケ
イ・ケ
イ
株
式
会
社
に
て
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
の
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て

の
特
別
な
資
格
の
取
得
や
カ
メ

ラ
・
編
集
ソ
フ
ト
の
経
験
は
な

く
、
大
学
生
活
は
、
授
業
や
課

外
活
動
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

自
分
の
興
味
の
あ
る
も
の
に
没

頭
し
た
そ
う
で
す
。
就
職
に
あ

た
っ
て
は
、「
将
来
的
に
自
分
が

選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
選

択
を
し
た
」と
振
り
返
り
ま
し

た
。
後
輩
へ「
将
来
何
を
し
た

い
か
が
決
ま
っ
て
い
な
く
と
も
、

今
自
分
が
何
を
し
た
い
か
が
分

か
ら
な
く
と
も
、
そ
れ
を
探
す

時
間
が
大
学
生
活
で
す
。
存
分

に
楽
し
ん
で
、
存
分
に
学
ん
で
、

学
生
生
活
を
有
意
義
な
も
の
に

し
て
く
だ
さ
い
」と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者

会
で
は
、
こ
の
他
に
も
教
員
と

の
個
別
面
談
や
、キ
ャ
リ
ア
支

援
課
職
員
に
よ
る
個
別
の
就
職

相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
六
年
度
開
催
日
程
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

令和6年度 後援会・保護者会 開催日程

附属 四園
父母の会総会 保育参観（1学期）

附属幼稚園 4月19日（金） 5月23日（木）・24日（金）

附属第二幼稚園 4月19日（金） 5月22日（水）

附属成田幼稚園 4月18日（木） 5月10日（金）

附属浦安幼稚園 4月18日（木） 5月14日（火）

大学 ･短期大学部
北海道支部総会・保護者会 札幌：札幌グランドホテル
新潟地区支部総会・保護者会 新潟：万代シルバーホテル
東北（北）支部総会・保護者会 盛岡：ホテルニューカリーナ
甲信地区支部総会・保護者会 甲府：シャトレーゼホテル談露館
静岡県支部総会・保護者会 静岡：ホテルアソシア静岡
東北（南）支部総会・保護者会 郡山：ビューホテルアネックス
東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同開催） 聖徳大学
北関東支部総会・保護者会 大宮：JA共済埼玉ビル
九州・沖縄地区支部総会・保護者会 沖縄：ホテルJALシティ那覇
千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学

専門学校

保護者面談 （対象：保育科第１部2年、
　　　　第2部3年）

11月16日（土） 保護者会 （対象：保育科第1部1年、
　　　　第2部1年・2年）

光英VERITAS中高

4月29日（月） 後援会総会

保護者会

附属小学校
保護者会（1年）
後援会総会
保護者会（2・5年）
保護者会（1・6 年）
保護者会（3・4年）

大学 三園
父母の会総会 保育参観（1学期）

聖徳大学三田幼稚園 4月26日（金）

聖徳大学八王子幼稚園 4月16日（火） 5月28日（火）・29日（水）

聖徳大学多摩幼稚園 4月18日（木） 5月16日（木）・17日（金）

取手聖徳女子中高
4月28日（日） 後援会総会

保護者会

令和6年度シリーズコンサート 公演日程
　「聖徳学園シリーズコンサート」は、学生、生徒、 児童の情操教育活動
の一環として世界的に著名なオーケストラ、演奏家によるコンサート、
オペラ、日本の伝統芸能等幅広い分野にわたって、実物に接して心の
教育を実践するという本学園の特長的な教育として、川並香順記念
講堂を会場に、昭和56年から続けられています。

月日 時間 演　目

4月24日（水） 15 :30
18 :15

①
② 聖徳学園「入門コンサート」

5月16日（木） 18 :15 ウィーン少年合唱団

5月21日（火） 18 :15 第38回 聖徳学園『歌舞伎鑑賞会』

5月30日（木） 16 :00
18 :15

①
② パイプオルガンコンサート

7月3日（水） 18 :15 聖徳学園『落語鑑賞会』

10月26日（土） 15 :00 第19回 聖徳オペラ「こうもり」

10月30日（水） 16 :00 鬼太鼓座

11月14日（木） 18 :15 ゲルハルト・オピッツ・ピアノリサイタル

11月20日（水） 18 :15 キーウ・クラシック・バレエ『くるみ割り人形』

12月3日（火） 16 :00 英国近衛軍楽隊コールドストリームガーズバンド

12月10日（火） 18 :15 第40回 聖徳学園『第九の夕べ』

令和7年
1月8日（水） 18 :15 ウィーン・ヨハン・シュトラウス管弦楽団

1月15日（水） 15 :45
18 :15

①
② 山本正人記念 第40回 聖徳学園『吹奏楽の夕べ』

三上采香さん

須貝委寧さん

4月10日（水）

4月19日（金）

4月25日（木）

4月26日（金）

4月30日（火）

 6月 8日（土）

 9月 1日（日）

 9月 8日（日）

 9月 15日（日）

 9月 29日（日）

 10月 6日（日）

 10月 20日（日）

 10月 27日（日）

 11月 3日（日）

 11月 24日（日）

13：00
12：30
12：30
12：30
12：30
12：30
12：30
12：30
12：30
12：30

6月24日（月） ～
7月12日（金） 4月13日（土）

7月20日（土）
12月21日（土）

7月20日（土）

令和7年
3月15日（土）

令和7年
3月15日（土）

令
和
五
年
度

後
援
会
支
部
総
会
・

保
護
者
会
活
動
報
告

5月22日（水）・23日（木）・24日（金）、
6月6日（木）・7日（金）

令和6年3月現在　※コンサート演目、開演日時は変更になることがあります。

　
昨
年
、創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
た
聖
徳
大
学
グ
ル
ー
プ
は
、一
〇
〇
周
年
、さ
ら
に
は
そ

の
先
の
未
来
を
見
据
え
、こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、建
学
の
精

神「
和
」に
基
づ
い
た
、新
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
人
間
教
育
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
教
育
の
継
続
に
は
、多
額
の
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
外
部
資
金
の
獲
得
や

経
費
の
削
減
な
ど
、よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
が
、合
わ
せ
て
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
支
援
が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
こ
の
寄
付
は
任
意
の
寄
付
で
あ
り
、「
学
校
の
入
学
に
関
し
て
す
る
寄
付
金
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

︱
︱
学
生
・
生
徒
・
児
童
・
園
児
の
学
び
を
応
援
し
ま
す
︱
︱

◆

経
済
的
支
援
~
学
び
の
機
会
を
逸
し
な
い
た
め
の
学
費
減
免
奨
学
金※

へ
の
支
援
~

※
令
和
四
年
度
実
績
一
四
一
七
名
五
億
八
千
万
円

・
家
計
が
急
変
し
た
際
に
学
び
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
学
業
・
ス
ポ
ー
ツ
の
成
績
優
秀
な
学
生
等
を
支
援
し
ま
す
。

・
海
外
へ
の
留
学
や
来
日
す
る
留
学
生
、地
方
か
ら
の
修
学
、兄
弟
姉
妹
の
聖
徳
で
の
学
び
を
支

援
し
ま
す
。

◆

教
育
環
境
へ
の
支
援
~
教
育
活
動
全
般
へ
の
支
援
~

・
教
育
研
究
環
境
を
整
備
し
、安
心
安
全
で
充
実
し
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

・
聖
徳
教
育（
礼
法
・
食
育･

シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
は
じ
め
と
す
る
各
授
業
を
通
じ
て
養

わ
れ
る
日
本
の
伝
統
文
化
、技
術
の
継
承
と
、世
界
に
目
を
向
け
た
考
え
や
知
識
・
専
門
性
を

身
に
つ
け
る
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

◆

学
校
経
営
の
安
定
と
継
続
性
の
た
め
に

・
教
育
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、建
学
の
精
神「
和
」に
基
づ
く
様
々

な
活
動
を
継
続
的
に
遂
行
し
て
い
く
た
め
、安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

寄付のご案内HP

検 索◀■

■■

大
学
●

短
期
大
学
部
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　
心
理
教
育
相
談
所
は
、地
域

住
民
の
心
の
健
康
に
寄
与
す
る

た
め
、日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
月
十
日（
土
）に
対
面
お
よ
び

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
聖
徳
大
学
心

理
教
育
相
談
所
主
催
講
演
会

「
病
気
と
見
た
目
と
こ
こ
ろ
の

問
題
」を
開
催
し
ま
し
た
。
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支
援
セ
ン

タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
の
藤
間
勝

子
先
生
が
講
師
と
な
り
講
演
し

ま
し
た
。
は
じ
め
に
、外
見
に

影
響
の
あ
る
疾
患
や
治
療
方
法

の
種
類
な
ど
を
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
治
療
に
伴
い
、身
体

的
な
苦
痛
だ
け
で
は
な
く
、見

た
目
の
苦
痛
も
生
じ
る
可
能
性

も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
は
、「
が
ん

や
そ
の
治
療
に
伴
う
外
見
変
化

に
起
因
す
る
、身
体
・
心
理
・
社

会
的
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る

患
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
、診

断
時
か
ら
の
包
括
的
な
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
基
づ
き
、多
職
種
で

支
援
す
る
医
療
者
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」と
定
義
さ
れ
ま
す
。
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
で
は
、患
者
さ

ん
が
変
化
し
た
自
己
像
に
折
り

合
い
を
つ
け
な
が
ら
、そ
の
人

ら
し
い
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

外
見
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
心
配
は
、大
き
く
二
つ

に
分
か
れ
る
そ
う
で
す
。
一
つ

は「
自
分
自
身
」に
関
わ
る
こ
と

で
あ
り
、も
う
一
つ
は
、「
他
者

と
の
関
係
」に
関
わ
る
こ
と
で

す
。
背
景
に
は
、私
た
ち
の
が

ん
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
偏
見

な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ

と
で
、患
者
さ
ん
や
家
族
の
安

心
と
自
信
に
つ
な
が
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

■
第
二
十
一
回
心
理
教
育
相
談
所
主
催
講
演
会

「「
病
気
と
見
た
目
と
こ
こ
ろ
の
問
題

病
気
と
見
た
目
と
こ
こ
ろ
の
問
題
」」

● お問い合わせ先 ●

東京聖徳学園 募金課
TEL.047 -365 -1111

（代）

創立90周年記念募金のご案内

九
〇
周
年
記
念
募
金
目
的

ご
寄
付
の
方
法
に
つ
い
て

●
申
込
方
法

寄
付
の
ご
案
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
承
っ
て
お
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://seitoku-u.ac.jp/donation/
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

　

コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
開
催
さ
れ

て
い
た
聖
徳
二
十
歳
の
成
人
式

が
、
令
和
六
年
一
月
八
日（
月
・

祝
）成
人
の
日
に
聖
徳
大
学
十
号

館
で
久
し
ぶ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

高
等
学
校
川
並
芳
純
校
長
を
は

じ
め
、
当
時
の
六
年
生
の
先
生
方

が
出
席
し
ま
し
た
。
最
初
に
校
長

先
生
か
ら
卒
業
生
に
は
な
む
け

　

三
月
三
日（
日
）、
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
三
階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
聖

徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校
第

八
十
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
な
り
、
通

常
の
形
式
に
戻
っ
て
式
を
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
科
第
一
部
十
一
名
、
第
二

部
九
名
、
過
年
度
生
二
名
の
合
計

二
十
二
名
全
員
へ
卒
業
証
書
授

与
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
証
書
授
与
で
は
、
各
担
任

よ
り
一
人
ひ
と
り
名
前
が
呼
ば

れ
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
学
校
生

活
を
思
い
出
し
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
答
辞

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
一
時
期
の
間
、
学
校

　

令
和
五
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
年
間
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
し
た
一
部
二
年
生
、
二
部

二
年
生
、
二
部
三
年
生
の
ス
タ
ッ

フ
十
一
名
と
、
令
和
六
年
度
任
命

さ
れ
る
在
学
生
と
の
交
代
式
を
、

一
月
二
十
二
日（
月
）に
実
施
し

ま
し
た
。

の
言
葉
が
送
ら
れ
、次
に
ジ
ュ
ー
ス

で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

こ
の
期
の
卒
業
生
は
聖
徳
大

学
附
属
女
子
高
等
学
校
へ
入
学

し
た
学
年
で
あ
り
、
華
や
か
な
着

物
姿
の
卒
業
生
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
卒
業
し
て
二
年
が
経
ち
、

懐
か
し
さ
と
と
も
に
会
話
に
は

し
っ
か
り
と
成
長
し
た
姿
が
見

て
と
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
た
ち
も

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
と

の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

途
中
、ク
ラ
ス
ご
と
の
写
真
撮
影

が
行
わ
れ
、
担
任
の
先
生
方
も
当

時
の
ク
ラ
ス
の
思
い
出
を
語
り

合
い
、
卒
業
生
と
和
や
か
に
懇
談

し
て
い
ま
し
た
。
軽
食
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
約
一
時
間
半
と
い
う
短
い

時
間
で
し
た
が
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
今
後
、

社
会
に
出
て
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
卒
業
生
た
ち

を
見
送
り
ま
し
た
。

　

一
月
、
五
年
生（
高
校
二
年
生
）

が
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
イ

ギ
リ
ス
修
学
旅
行
を
行
い
ま
し

た
。
第
一
班
が
一
月
八
日（
月
）~

十
四
日（
日
）、
第
二
班
が
一
月
十

日（
水
）~
十
六
日（
火
）の
五
泊

七
日
の
旅
で
し
た
。

　

約
十
四
時
間
の
長
い
フ
ラ
イ
ト

の
後
、ヒ
ー
ス
ロ
ー
に
降
り
立
っ

た
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
日
か
ら
三

日
間
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

家
で
過
ご
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
、「
お
家
が
可
愛
い
か
ら
と
て

も
好
き
」「
ご
飯
は
予
想
の
何
倍

も
美
味
し
か
っ
た
」「
お
風
呂
に

浸
か
り
た
い
」な
ど
と
生
活
文
化

の
違
い
に
驚
い
た
こ
と
を
口
々

に
語
っ
て
い
ま
し
た
。
日
中
は
英

語
ガ
イ
ド
で
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
や

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
見
学
し
、
現

地
の
学
校
を
訪
問
し
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
で
の
三
日
間
で
は
、

大
英
博
物
館
・
自
然
史
博
物
館
の

見
学
や
ピ
カ
デ
リ
ー
周
辺
の
自

由
散
策
な
ど
を
行
い
、
最
終
日
に

は
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
を
見
学

し
ま
し
た
。
教
科
書
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
し
か
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
も
の
を
目
の
前
に
し
て

生
徒
た
ち
は
写
真
を
た
く
さ
ん

撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
校
に
と
っ
て
も
初
め
て
の

イ
ギ
リ
ス
修
学
旅
行
で
し
た
が
、

多
く
の
生
徒
に
と
っ
て
も
初
め

て
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
新
し
い
世
界

に
触
れ
て
、
心
を
動
か
さ
れ
た
七

日
間
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
に

書
い
た
文
集
に
は
、「
英
語
学
習

を
頑
張
り
た
い
」「
ま
た
海
外
に

行
き
た
い
」と
い
っ
た
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
高
校
二
年
生
の
今
し

か
で
き
な
い
経
験
を
心
に
刻
ん

だ
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

生
活
に
制
限
が
あ
っ
た
こ
と
が

今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出
と

な
っ
た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

学
生
に
話
を
聞
く
と
旧
校
舎
と

新
校
舎
で
過
ご
し
た
特
別
な
学

年
で
あ
り
、
二
つ
の
校
舎
で
倍
の

思
い
出
が
で
き
た
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

交
代
式
で
は
、
学
生
部
の
渡
部

恭
子
先
生
か
ら
学
生
ス
タ
ッ
フ

へ
一
年
間
の
慰
労
と
と
も
に
、
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
一
同
が
一
年

間
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

次
年
度
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
、

学
生
の
立
候
補
に
よ
る
選
出
と

し
た
た
め
、
学
生
た
ち
の
自
主
性

が
よ
り
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
は

年
間
を
通
じ
て
、
募
集
広
報
活
動

で
の
司
会
進
行
役
、
受
付
係
、
誘

導
な
ど
の
業
務
や
、
手
あ
そ
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
体
験

授
業
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
担

当
し
、
来
校
し
た
高
校
生
に
と
っ

て
身
近
な
存
在
と
し
て
、
本
校
の

魅
力
を
発
信
し
て
く
れ
る
貴
重

な
存
在
で
す
。
多
く
の
新
入
生
が
、

　

退
場
の
際
、
卒
業
生
が
選
曲
し

た
退
場
曲
Ｓ
Ｇ
の『
僕
ら
ま
た
』

を
バ
ッ
ク
に
、
在
校
生
や
会
場
全

員
の
拍
手
で
見
送
ら
れ
る
と
、ゆ
っ

く
り
と
歩
き
な
が
ら
涙
を
浮
か

べ
る
卒
業
生
や
誇
ら
し
げ
な
様

子
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
学
校
生
活
を
糧
に
し
て
、

四
月
か
ら
社
会
人
と
し
て
本
校

の
名
を
背
負
っ
て
の
活
躍
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

同
日
夕
刻
に
は
、
田
町
駅
近
く

の
ア
リ
ス
ア
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
に

て
謝
恩
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
方
と
の
会

食
と
、
謝
恩
会
委
員
製
作
の
二
年

間
、
三
年
間
の
様
々
な
思
い
出
を

ま
と
め
た
動
画
を
見
な
が
ら
、
思

い
切
り
笑
い
あ
っ
て
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ス

タ
ッ
フ
の
明
る
く
落
ち
着
い
た

対
応
や
、
教
職
員
と
の
和
や
か
な

関
わ
り
に
安
心
感
を
抱
い
た
こ

と
を
志
望
動
機
の
ひ
と
つ
に
挙

げ
て
い
ま
す
。
新
旧
学
生
の
交
代

に
際
に
、
先
輩
ス
タ
ッ
フ
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
が
送
ら
れ
、
新
規
の
学

生
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
来
年
度
の

業
務
に
つ
い
て
身
を
引
き
締
め

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

第
十
五
回  

聖
徳
二
十
歳
の
成
人
式

第
一
回

イ
ギ
リ
ス
修
学
旅
行

第
八
十
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
年
間
ス
タ
ッ
フ
交
代
式

検 索◀■

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１︵
代
︶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp/donation/

「
聖
徳
学
園
創
立
九
十
周
年
記
念
募
金
」寄
付
者
芳
名
一
覧

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

募
金
だ
よ
り

募
金
だ
よ
り

●

合
計

四
件

五
五
︑〇
〇
〇
円

●

累
計

六
三
〇
件
一
八
二
︑九
〇
八
︑七
五
一
円

※（   

）内
は
累
計
額

※
令
和
六
年
二
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　（
な
お
、
お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

●
法
人
・
団
体

三
︑〇
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

三
建
設
備
工
業
株
式
会
社
様

一
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

株
式
会
社
Ａ
ｉ
Ｈ
О
様

　

ラ
ミ
コ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
様

●
個
人

二
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

川
並　

妙
子

様

一
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

川
並　

順

様

　

川
並　

麻
里

様

五
〇
︑〇
〇
〇
円

　

山
口　

豊
一

様

三
〇
︑〇
〇
〇
円

　

大
木　

敏
行

様

　

木
村　

幸
司

様

二
〇
︑〇
〇
〇
円

　

韓　

暁
娟　

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
︑〇
〇
〇
円

　

宇
野　

悟
史

様

　

袁
堂　

立
翔

様

　

豊
田　

健
一

様

　

森
本　

早
江

様

五
︑〇
〇
〇
円

　

華
山　

貴
裕

様

ご
芳
名
の
み
掲
載

　

岡
田　

満
寛

様

　

佐
藤　

博
信

様

　

山
崎　

良
太

様

︵
三
五
〇
︑〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●
個
人

一
〇
︑〇
〇
〇
円

　

秋
野　

成
実

様

　

難
波　

阿
丹

様
（
三
五
、〇
〇
〇
円
）

ご
芳
名
の
み
掲
載

　

木
場　

健

様

︵
一
二
六
︑〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●

合
計

三
五
件

四
︑一
二
五
︑〇
〇
〇
円

●

累
計

一
三
〇
件
六
三
︑三
二
九
︑三
二
〇
円

　

今
年（
二
〇
二
四
年
）は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
が
始
ま
っ
て
五
年
目
を
迎

え
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

終
焉
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
二
〇
二
三
年
五
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
二
類

か
ら
五
類（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
）と
な
り
、
感

染
対
策
が
各
個
人
・
事
業
者
の

判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
ま
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
二
三

年
夏
に
流
行
し
た
第
九
波
、
そ

し
て
二
〇
二
三
年
末
か
ら
今
年

二
〇
二
四
年
初
め
に
流
行
し
た

第
十
波
は
、
徐
々
に
感
染
さ
れ

た
方
の
数
が
減
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
四
年
間
の
コ
ロ

ナ
禍
で
少
な
か
っ
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
溶
連
菌
感

染
症
、
咽
頭
結
膜
熱
な
ど
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以

外
の
感
染
症
の
流
行
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
成
人
の
み
な
ら
ず
、

幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
学
生
な

ど
に
お
い
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
比

較
し
て
著
し
く
増
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
夏
、
冬
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
溶
連
菌

感
染
症
、
咽
頭
結
膜
熱
な
ど
の

感
染
症
に
注
意
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
基
本
的
な
感
染

対
策
で
あ
る「
こ
ま
め
な
手
洗

い
」、
飛
沫
、
空
気
感
染
対
策
で

あ
る「
換
気
」「
不
織
布
マ
ス
ク

着
用
」や
予
防
接
種（
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
）な
ど
こ
の
四
年
で
私
た
ち

が
行
っ
て
き
た
感
染
対
策
が
今

年
も
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

今
年
も
い
く
つ
か
の
感
染
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
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●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園

　

園
庭
の
河
津
桜
が
満
開
の
三

月
二
日（
土
）に
短
い
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
過
ご

し
た
友
達
、
そ
し
て
教
員
と
の

思
い
出
の
園
に
お
い
て
、
五
歳

児
松
組
だ
け
の「
お
楽
し
み
保

育
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

保
育
の
始
ま

り
は
、
思
い
出

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

で
す
。
園
児
た

ち
が
入
園
し
た

時
か
ら
の
記
録

を
も
と
に
教
員

が
作
成
し
た
も

の
で
、見
て
い
る

子
ど
も
た
ち
は

「
桜
組
の
時
は
、

こ
の
遊
び
が
好

き
だ
っ
た
な
」

「
梅
組
で
ダ
ン

ゴ
虫
探
し
た
く

さ
ん
し
た
ね
」

「
な
ん
か
み
ん

な
小
さ
く
て
か

わ
い
い
ね
」な
ど
と
友
達
と
当
時

を
振
り
返
っ
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
そ
の
後
、
園
内
の

四
ヶ
所
に
設
定
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
ク
ラ
ス
の
友
達
と
ク
リ

ア
し
て
、
素
敵
な
ペ
ン
ダ
ン

ト
を
も
ら
っ
た
り
、
教
職
員

に
よ
る
劇
を
見
た
り
し
な

が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、特
別
に
カ
レ
ー

の
給
食
が
あ
り
、机
を
囲
ん
で

思
い
出
話
を
し
な
が
ら
全
員

で
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

新
園
舎
で
過
ご
し
た
初

め
て
の
卒
園
生
と
な
る
松

組
で
す
が
、
四
月
か
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
の
生

活
と
な
り
ま
す
。
お
楽
し
み
保

育
を
通
し
て
、
先
生
や
友
達
と

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
成

長
し
た
喜
び
を
味
わ
い
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
へ
と
向
か
っ
て
い

き
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
溢
れ
る
幼
稚
園
と
な
る

よ
う
に
保
育
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
園
で
は
、昨
年
度
よ
り
二
月

に「
保
育
公
開
」を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
二
月
十
四
日

（
水
）・
十
五
日（
木
）の
二
日
間

に
分
け
て
実
施
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の「
保
育
公
開
」で
は
子

ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
ん
で
い

る
姿
を
中
心
に
、日
々
の
園
で

の
様
子
や
友
達
と
の
関
わ
り
を

見
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、子

ど
も
の
学
年
に
限
ら
ず
、園
舎

や
園
庭
を
自
由
に
見
学
を
し
、

学
年
ご
と
の
成
長
や
ク
ラ
ス
の

様
子
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
は「
き
ょ
う
、お
か
あ
さ
ん

く
る
よ
！
」「
お
と
う
さ
ん
も
お

し
ご
と
お
や
す
み
し
て
き
て
く

れ
る
の
！
」と
親
が
幼
稚
園
に

来
て
く
れ
る
こ
と
を
と
て
も
喜

ん
で
お
り
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」と
元
気
に
挨
拶
を
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
育
の
中
で
、友
達
と
一
緒

に
や
り
取
り
し
な
が
ら
ま
ま
ご

と
を
す
る
様
子
や
、ブ
ロ
ッ
ク

遊
び
や
廃
材
製
作
で
遊
ぶ
様
子

を
見
た
保
護
者
か
ら
は
、「
楽
し

く
遊
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
」と
喜
び
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、五
歳
児
松
組
は
、小
学

校
へ
の
進
学
に
向
け
て
英
語
に

親
し
め
る
よ
う
、月
二
回
英
語

の
講
師
に
よ
る
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
実
際
に
そ
の
保
育
も

公
開
し
た
と
こ
ろ
、英
語

講
師
と
子
ど
も
た
ち
が
英

語
で
や
り
取
り
す
る
姿
を

見
て
、「
こ
ん
な
に
も
英
語

が
話
せ
る
の
で
す
ね
」「
私

は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
で

す
」と
、一
年
間
の
学
び
に

驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

三
月
に
は
個
人
面
談
も

あ
り
ま
す
。
保
育
公
開
で

の
姿
を
保
護
者
の
方
と
共

有
し
、子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
理
解
を
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。

「
保
育
公
開
」を

行
い
ま
し
た

楽
し
か
っ
た

「
お
楽
し
み
保
育
」

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

附
属
小
学
校

附
属
小
学
校

　

二
月
四
日（
日
）、
我
孫
子
市
の

け
や
き
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
に
て
、
第
二
十
六
回
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

コ
ン
サ
ー
ト（
箏
曲
部
定
期
演
奏

会
）を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
よ
う
や
く
入
場
制
限
無

し
の
開
催
と
な
り
、
初
来
場
の
お

客
様
も
目
立
ち
ま
し
た
。会
場
い
っ

ぱ
い
の
来
場
者
に
部
員
た
ち
は

い
つ
も
以
上
に
緊
張
し
た
よ
う

で
し
た
。

　

尺
八
演
奏
家
坂
田
梁
山
先
生
、

三
味
線
演
奏
家
上
原
潤
之
助
先

生
・
邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
彩
音

（
О
Ｇ
会
）の
助
演
に
加
え
、今
回
は

合
唱
部
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
実
現
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の「GRA

D
A

-
TION

」に
続
き
、
高
校
三
年
生
一

名
の
卒
業
演
奏「
三
弦
・
箏
・
十
七

　

一
月
八
日（
月
・
祝
）、
牛
久
市

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

エ
ス
カ
ー
ド
ホ
ー
ル
に
て
、
本
校

音
楽
科
第
三
十
九
回
卒
業
演
奏

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
三
月
に
卒
業
予
定
の
六

名
の
生
徒
が
、
色
と
り
ど
り
の
鮮

や
か
な
ド
レ
ス
に
身
を
包
み
、
三

年
間
・
六
年
間
の
学
び
の
集
大
成

を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

専
攻
の
ソ
ロ
演
奏
に
加
え
、ア
ン

絃
に
よ
る
四
重
奏
曲
」は
、
先
輩

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
高

サ
ン
ブ
ル
や
音
楽
科
の
下
級
生

と
の
合
唱
の
発
表
も
あ
り
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
演
奏
会
と

な
り
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
上
の
卒

業
生
一
人
ひ
と
り
の
顔
は
、
緊
張

し
つ
つ
も
、
家
族
や
生
徒
・
教
職

員
な
ど
多
く
の
観
客
の
前
で
演

奏
で
き
る
喜
び
に
輝
い
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
作
曲
専
攻
の
卒
業
生

が
こ
の
演
奏
会
の
た
め
に
作
詞

作
曲
し
た
合
唱
曲『
君
の
た
め
』

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。「
私
と
あ

な
た
が
出
会
え
た
世
界
は
き
っ

校
二
年
生
が
助
演
を
し
ま
し
た
。

合
唱『
花
さ
き
山
』で
は
、
合
唱
部

に
よ
る
語
り
、
独
唱
、
合
唱
と
邦

楽
器
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
に

響
き
渡
り
、「
感
動
し
た
」と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
一
所
懸
命
に

曲
や
Ｍ
Ｃ
の
練
習
を
し
、
自
分
た

ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
作
り
上
げ

る
と
い
う
大
き
な
達
成
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
美
し
さ
で
満
ち
溢
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
」と
い
う
歌
詞
が
、
優

し
く
温
か
い
旋
律
に
の
っ
て
歌

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
生
活
で
出
会
っ
た

多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
歌
声

に
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
来

場
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
拍

手
に
包
ま
れ
た
経
験
を
今
後
の

糧
と
し
て
、
音
楽
的
に
も
人
間
的

に
も
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

　
「
問
題
解
決
学
習
」「
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
」「
聖
徳
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」。
こ
の
三
本
柱
を

通
し
て
、
本
校
で
は「
生
涯
学
び

続
け
る
チ
カ
ラ
」を
育
て
て
い
ま

す
。
二
月
十
日（
土
）に
開
催
の

「
聖
徳
祭 

展
示
発
表
」で
は
、
図

工
、
書
写
、
家
庭
科
、
礼
法
を
は

　

四
年
生
は
、
社
会
科
の
授
業
や

環
境
日
記
、エ
コ
プ
ロ
展
見
学
を

通
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学

び
、ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
環
境
教
育
に
詳
し
い
吉
田
郁

夫
教
諭
は
、「
社
会
科
で
水
や
ご

み
の
問
題
を
考
え
、
環
境
日
記
で

自
問
自
答
し
、エ
コ
プ
ロ
展
で
の

学
び
を
ポ
ス
タ
ー
に
す
る
こ
と

で
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
ま

り
ま
し
た
。エ
コ
プ
ロ
展
で
、
企

業
や
団
体
が
本
気
で
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知

り
、
現
実
問
題
と
し
て
と
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち

　

春
休
み
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
修

学
旅
行
を
経
験
す
る
五
年
生
は
、

日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
様
々

な
角
度
か
ら
比
較
し
ま
し
た
。
児

童
か
ら
は
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

意
外
と
日
本
と
似
て
い
る
点
が

多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
の
よ

う
に
発
展
し
て
い
た
り
、
清
潔
だ

っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
違
う

な
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
ル
ー
ル
が
厳
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
日
本
だ
っ
た
ら
ポ
イ

捨
て
す
る
人
が
い
る
け
ど
、シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
ポ
イ
捨
て
す
る
と

十
万
円
く
ら
い
の
罰
金
が
と
ら

れ
る
そ
う
で
す
」と
あ
り
ま
し
た
。 　

一
年
生
か
ら
取
り
組
む
毛
筆

書
写
。デ
ジ
タ
ル
時
代
の
今
だ
か

ら
こ
そ
、
手
書
き
の
良
さ
が
光
り

ま
す
。
書
写
専
科
の
先
生
に
よ
る

専
門
的
な
指
導
に
よ
り
、
美
し
い

文
字
を
書
く
力
や
集
中
力
が
身

に
つ
き
ま
す
。話
を
聞
い
た
二
年
生

児
童
た
ち
は
、「
書
写
を
や
る
と

字
が
プ
ロ
に
な
る
」 「
漢
字
の
復

習
に
な
る
」「
書
く
の
が
楽
し
い
」

と
、
口
々
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
普
段
の
授
業
作
品

展
示
が
中
心
だ
っ
た
聖
徳
祭
で

す
が
、
三
本
柱
に
沿
っ
た
テ
ー
マ

性
の
あ
る
展
示
が
増
え
て
き
た

こ
と
が
今
回
の
展
示
か
ら
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
聖
徳
祭
が
十
月
の

舞
台
発
表
と
、
二
月
の
展
示
発
表

に
分
か
れ
て
三
回
目
で
す
が
、
分

け
た
こ
と
で
展
示
発
表
に
大
き

な
変
化
が
生
ま
れ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

じ
め
と
し
た
様
々
な
学
習
成
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
三

本
柱
に
沿
っ
た
展
示
が
特
徴
的

で
し
た
。

で
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
と
考

え
、
興
味
を
持
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
に
、
学
級
、
学
年
あ
る
い
は

全
校
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ん
で
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」と
、
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
取
り
組
ん
だ
児
童
か

ら
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
二
番
目
の
目

標〈
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
〉に
つ
い
て

調
べ
ま
し
た
。
初
め
て
調
べ
た
時

は
、
こ
ん
な
に
食
事
が
と
れ
な
い

子
が
い
る
こ
と
に
驚
い
た
し
、
自

分
で
も
助
け
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
食
べ
物
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
に
残
さ
ず
い

た
だ
い
た
り
、
大
人
に
な
っ
た
ら

そ
の
国
に
行
っ
て
支
援
し
た
り

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」と
い
う

感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

聖
徳
祭

展
示
発
表
に
大
き
な

変
化
が
生
ま
れ
ま
し
た

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で

「
問
題
解
決
学
習
」

日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

比
べ
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」

毛
筆
書
写
で
「
聖
徳
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

筝
曲
部 
第
二
十
六
回 

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
科 

第
三
十
九
回 

卒
業
演
奏
会
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み
か
ん
の
皮
む
き

　

本
園
に
は
給
食
室
が
あ
り
、

自
園
で
調
理
し
た
給
食
を
園
児

に
提
供
し
て
い
ま
す
。
四
月
下

旬
か
ら
始
ま
っ
た
給
食
。
年
齢

の
低
い
学
年
の
教
員
は
園
児
一

人
ひ
と
り
の
給
食
対
応
を
し

て
お
り
、
教
員
自
身
が
食
事

を
す
る
時
間
も
な
い
日
々
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

三
学
期
に
な
る
と
、
年
齢

の
低
い
学
年
は
、
椅
子
に
座

る
、「
い
た
だ
き
ま
す
」を
言

う
、
箸
を
使
っ
て
自
分
で
食

べ
る
な
ど
、
食
事
の
マ
ナ
ー

も
身
に
つ
き
、
食
欲
も
盛
ん

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
保
護

者
に
そ
の
様
子
を
伝
え
る
と
、

「
自
宅
で
は
野
菜
を
食
べ
な

い
の
に
、
幼
稚
園
で
食
べ
る

の
で
す
ね
」「
給
食
が
美
味
し

　

二
月
二
十
二
日（
木
）、五
歳

児
松
組
が
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
主
催
の「
マ
リ
ー
ン
ズ・ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
元
千

葉
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
・
運

動
能
力
の
向
上
と
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
訪
問
活
動
を
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
朝
か
ら
コ
ー
チ

と
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
を
待
ち
わ

び
て
お
り
、コ
ー
チ
の
方
が
到

着
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
落
ち

着
か
な
い
様
子
。
全
員
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
マ
リ
ー
ン
ズ
の

「
Ｍ
」が
刺
繍
さ
れ
た
帽
子
を
か

ぶ
る
と
一
気
に
気
合
が
入
り
ま

す
。
マ
リ
ー
ン
ズ
の
コ
ー
チ
た

ち
と
挨
拶
を
交
わ
し
て
レ
ッ
ス

ン
ス
タ
ー
ト
。
返
事
が
小
さ
く

コ
ー
チ
か
ら「
声
が
小
さ
い
！
」

と
喝
！
を
入
れ
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、園
児
た
ち
は

負
け
じ
と
元
気
に「
は
い
‼
」と

応
対
し
ま
す
。
い
よ
い
よ
、ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
の
ボ
ー
ル
を
持
っ

て
ボ
ー
ル
キ
ャ
ッ
チ
の
指
導
を

受
け
ま
す
。『
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

形
の
手
』『
ワ
ニ
さ
ん
で
パ
ク
ッ
』

と
園
児
に
も
わ
か
り
や
す
い
表

現
で
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

『
ぱ
っ
、と
ん
と
ん
、く
る
っ（
投

い
と
言
っ
て
い
ま
す
」な
ど
、幼

稚
園
給
食
で
の
食
育
の
成
果
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
日
、『
Ｊ
Ａ
み
っ

か
び
』よ
り
、
み
か
ん
を
五
箱

い
た
だ
き
ま
し
た
。
通
常
は
み

か
ん
を
半
分
に
切
っ
て
、
園
児

に
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
は
一
人
一
個
の
み
か
ん
を
デ

げ
る
）』『
合
わ
せ
て
、引
い
て
、

カ
キ
ー
ン（
打
つ
）』と
野
球
の

醍
醐
味
で
あ
る
投
げ
る
、打
つ

体
験
も
で
き
ま
し
た
。コ
ー
チ
か

ら
の「
ナ
イ
ス
」「
い
い
ね
」の
掛

け
声
で
園
児
た
ち
の
や
る
気
も

さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
、楽
し
い
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。
降
園
す
る
ま
で
自
慢
気

に
Ｍ
帽
子
を
か
ぶ
り
、友
達
と

の
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
全
身
を

動
か
す
楽
し
さ
や
喜
び
を
味

わ
い
、野
球
道
具
と
触
れ
合
う

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

た
だ
い
た
ボ
ー
ル
と
バ
ッ
ト
を

使
い
、今
後
も
幼
稚
園
で
積
極

的
に
あ
そ
び
に
取
り
入
れ
て
ま

い
り
ま
す
。
将
来
野
球
選
手
が

誕
生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
…
…

楽
し
み
で
す
。

ザ
ー
ト
と
し
て
配
膳
し
ま
し
た
。

年
齢
の
低
い
学
年
の
園
児
た
ち

は
み
か
ん
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
、
教
員
間
で
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
満

三
歳
児
で
も
、
し
っ
か
り
と
み

か
ん
を
見
な
が
ら
、
少
し
ず
つ

皮
を
剥
き
始
め
ま
し
た
。
一
人

が
む
き
始
め
る
と
、
隣
の
友
達

も
そ
の
様
子
を
見
て
真
似

を
し
た
り
、
皮
を
む
い
て
い

る
友
達
を
じ
っ
と
見
た
り

し
て
い
る
姿
も
あ
り
ま
し

た
。

　

み
か
ん
の
皮
む
き
は
、
指

先
を
使
い
、
目
と
手
の
協
応

作
業
。
脳
に
と
て
も
良
い
影

響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
作
業
で
す
。
日
々
の
生
活

の
中
で
、
ほ
ん
の
一
コ
マ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
園
児
の
成

長
に
と
っ
て
大
切
な
時
間

の
ひ
と
つ
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

　

二
月
五
日（
月
）の
夕
方
か
ら

夜
に
か
け
て
、関
東
地
方
で
も

雪
が
降
り
積
も
り
ま
し
た
。六

日（
火
）の
朝
に
は
雪
も
や
ん
で

い
ま
し
た
が
、道
路
の
凍
結
等

が
あ
っ
た
た
め
、幼
稚
園
の
バ

ス
は
運
行
で
き
ず
、自
由
登
園

と
な
り
ま
し
た
。

　

教
職
員
で
幼
稚
園
玄
関
前
を

雪
か
き
し
、小
さ
な
ト
ト
ロ
の

雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
飾
り
、園

児
を
待
っ
て
い
る
と
、保
護
者

の
方
と
一
緒
に
園
児
が
笑
顔
で

登
園
し
て
き
ま
し
た
。「
先
生
！

雪
降
っ
た
ね
」「
今
日
、雪
で
遊

ぶ
？
」と
雪
遊
び
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
が
、雪
が
雨
に

変
わ
っ
て
し
ま
い
残
念
な
が
ら

外
で
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

二
月
十
九
日（
月
）に
全
園
児

で
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
園
で
は
様
々
な
災
害
を
想

定
し
て
年
間
を
通
し
て
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
全
な

生
活
に
必
要
な
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
訓

練
を
行
い
、園
児
に
い
ざ
と
い

う
時
に
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
行

動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、東
京
湾

に
近
い
本
園
で
は
津
波
警
報
が

出
た
こ
と
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
園

内
に
非
常
放
送
が
流
れ
、「
只
今

地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
机
の
下

や
部
屋
の
真
ん
中
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。」と
い
う
放
送
を
聞
い

　

そ
こ
で
、教
員
が
桶
や
バ
ケ

ツ
に
雪
を
集
め
て
保
育
室
で
雪

あ
そ
び
を
し
ま
し
た
。
初
め
は
、

恐
る
恐
る
雪
を
触
り「
冷
た

い
！
」と
言
っ
て
い
る
だ
け
で

し
た
が
、「
雪
だ
る
ま
、作
り
た

い
！
」「
先
生
！
大
き
い
雪
だ
る

ま
と
小
さ
い
雪
だ
る
ま
で
き
た

よ
！
」「
か
き
氷
み
た
い
」な
ど

と
言
い
な
が
ら
、手
を
真
っ
赤

に
さ
せ
て
形
を
つ
く
っ
た
り
、

丸
め
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。

雪
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、

形
が
変
化
す
る
こ
と
や
、雪
が

た
園
児
た
ち
は
教
員
の
指
示
を

静
か
に
注
意
深
く
聞
き
、手
で

頭
を
守
っ
て
行
動
し
て
い
ま
し

た
。
続
い
て
、「
津
波
の
警
報
が

出
ま
し
た
。
お
友
達
は
先
生
と

一
緒
に
幼
稚
園
の
屋
上
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
」と
放
送
が
入
る

と
、中
階
段
や
外
階
段
を
使
い
、

屋
上
ま
で
の
長
い
階
段
を
登
り

避
難
を
し
ま
し
た
。
全
園
児
が

無
事
に
避
難
し
人
数
点
呼
と
確

溶
け
て
水
に
な
る
こ
と
に
も
興

味
を
持
ち
、冷
た
く
な
っ
た
手

に
息
を
か
け
て
温
め
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

成
田
市
で
の
積
雪
は
珍
し
く
、

今
日
の
経
験
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
中
に
は
、生
ま
れ
て
初
め

て
雪
を
触
っ
た
園
児
も
お
り
興

奮
し
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
も
日
本
な
ら
で
は
の『
四

季
』の
変
化
を
感
じ
な
が
ら
、保

育
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

認
場
所
の
報
告
ま
で
四
分
四
十

秒
足
ら
ず
で
避
難
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、新
年
早
々
に
起
き

た
能
登
半
島
地
震
の
話
を
聞
き
、

身
近
に
い
つ
地
震
が
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、津
波
に

つ
い
て
日
頃
か
ら
訓
練
を
行
う

こ
と
の
大
切
さ
を
園
児
た
ち
は

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。
さ
ら
に
、「
お
、か
、し
、

も
」の
約
束
を
確
認
し
、屋
上
か

ら
海
が
見
え
る
と「
あ
の
海
か

ら
大
き
な
波
が
来
る
ん
だ
よ

ね
」と
話
す
園
児
も
い
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
適
確
な
判

断
を
し
、適
切
な
対
応
を
教
員

自
身
が
行
え
る
よ
う
緊
張
感
を

持
ち
意
識
を
高
め
訓
練
を
行
う

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
自
分
の
命
を
守
る
日
頃

の
避
難
訓
練
の
大
切
さ
を
伝
え
、

い
ざ
と
い
う
時
に
機
敏
に
行
動

で
き
る
よ
う
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

初
め
て
の
雪
！？

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

〜
津
波
避
難
訓
練
～

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

二
月
十
日（
土
）、表
現
あ
そ

び
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
全

園
児
の
み
ん
な
で「
う
た
」「
合

奏
」「
遊
戯
」に
取
り
組
み
ま
し

た
。
合
奏
は
満
三
歳
児
ひ
ま
わ

り
組
・
三
歳
児
桜
組
は
カ
ス

タ
ネ
ッ
ト
を
、四
歳
児
梅
組
は

タ
ン
ブ
リ
ン
、す
ず
、ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
を
、五
歳
児
松
組
は
大

太
鼓
や
小
太
鼓
、シ
ン
バ
ル
や

メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
、シ
ロ
フ
ォ
ン
、

鉄
琴
を
担
当
し
ま
し
た
。
指
揮

を
見
な
が
ら
楽
器
を
鳴
ら
す
こ

と
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

練
習
す
る
た
び
に
上
手
に
な
っ

て
い
き
、楽
し
く
演
奏
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

遊
戯
は『
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う

ち
え
ん
』の
お
話
を
行
い
ま
し

た
。
松
組
が
ぐ
る
ん
ぱ
に
な
り
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
担
当

し
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り

組
、桜
組
、梅
組
は
ぐ
る

ん
ぱ
が
働
き
に
行
く
お

店
屋
さ
ん
に
な
り
、「
も

う
け
っ
こ
う
」と
い
う

台
詞
の
や
り
と
り
も
一

人
ひ
と
り
が
思
い
思
い

の
表
現
を
し
、役
に
な

り
き
っ
て
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ぐ
る
ん
ぱ
が
幼
稚
園
を

開
い
て
子
ど
も
た
ち
を

遊
ば
せ
て
く
れ
る
場
面

で
は
、日
頃
か
ら
松
組

が
年
下
の
友
達
に
優
し

く
声
を
か
け
な
が
ら
手
を
か
し

て
あ
げ
、一
緒
に
遊
ん
で
い
る

姿
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
、

和
や
か
な
場
面
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

す
べ
て
を
や
り
遂
げ
た
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
晴
れ
や
か
な

顔
を
し
て
い
た
の
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
表
現
活
動
に
お

け
る
一
年
間
の
成
長
ぶ
り
を
見

た
保
護
者
の
中
に
は
、感
動
し

て
涙
ぐ
ま
れ
る
姿
も
見
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る

力
を
発
揮
し
、そ
れ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
良
い
行
事
と
な

り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
ん
だ

表
現
あ
そ
び

マ
リ
ー
ン
ズ
・
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園
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●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただき、ありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku -u.ac. jp /inquiry/

24.4.1 ret（9,20）

〒108 -0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第131号
発行人 ／川並 弘純　　編集 ／総務課

読者の声読者の声

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

セ イトクセ イトクのの派 遣 会 社派 遣 会 社 だ か らだ か ら安 心安 心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

長野県佐久市
春日2258-1

信州佐久  春日温泉  自然体感リゾート ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

聖徳大学主催入学説明会・個別相談（オンライン）予約制

春学期生願書受付期間
▶大学・短大 ～4月26日（金）【必着】

※書類選考のみ

聖徳大学・短期大学部で
取得可能な免許・資格

大学・短大卒業資格
幼稚園　小学校　中学校（英語・国語・社会）
高等学校（英語・国語・地歴・書道・福祉）
養護教諭
公認心理師（大学）　認定心理士
准学校心理士　心理相談員（基礎資格）
児童福祉司※要実務1年　児童指導員
心理判定員・児童心理司　保育士　
社会福祉士（受験資格）
精神保健福祉士（受験資格）　図書館司書
学芸員　社会福祉主事

教
員
免
許

教
員
免
許

資　

格

資　

格

聖徳大学（女子）・
聖徳大学短期大学部（女子） 開催

詳細につきましては、各校にお問い合わせください。

お問い合わせ 047-365-1200（直通）

学校説明会関係行事のご案内

通信教育部通信教育部（（共学共学））　令和6年度 春学期生募集令和6年度 春学期生募集

聖徳大学では、毎月オープンキャンパスを開催しています。各回のプログラムを
逃さないよう、本学ホームページ「受験生応援サイト」をチェックしてください。教員
による学部・学科コーナーなど、聖徳のことがよくわかる企画がたくさんあります。
　ホームページよりご予約をお願いいたします。

学校説明会・
吹奏楽コース説明会

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

▶4月28日［日］ ▶5月18日［土］ ▶6月1日［土］ ▶6月23日［日］ ▶6月29日［土］

▶4月28日［日］ ▶5月18日［土］ ▶6月15日［土］ ▶6月29日［土］

▶4月18日［木］ ▶4月25日［木］ ▶5月9日［木］ ▶5月16日［木］ ▶5月23日［木］
▶5月30日［木］ ▶6月6日［木］ ▶6月13日［木］ ▶6月20日［木］ ▶6月27日［木］

▶5月25日［土］ ▶6月15日［土］▶5月25日［土］ ▶6月1日［土］ ▶6月23日［日］

▶5月25日［土］ ▶6月16日［日］

中学校
説明会 ▶4月21日［日］

高等学校
説明会

※予定は3月時点のものです。

部活動見学会
中学校・高等学校▶5月18日［土］ ▶5月25日［土］

▶4月28日［日］▶5月26日［日］▶6月9日［日］▶6月23日［日］

▶5月6日［月・祝］10：30～15：00 ▶6月15日［土］

オープンキャンパス（事前申込）10：00～

10：30～13：00
保育の聖徳®フェスタ

in 港区三田
千葉県民の日
スペシャルDAY

個別相談会（事前申込）13：30～15：00

放課後個別相談会（事前申込）17：00～19：00 

学校説明会（事前申込）10：00～入試説明会（事前申込）14：00～

■聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

幼児教室対象 学校説明会 ▶4月18日［木］　　系列幼稚園対象 学校説明会 ▶4月20日［土］ 
　　　　　　　　　　　  　10：00～11：30　　　　　　　　　　　　　　　  　10：00～11：30
年長・年中親子、年少保護者対象 学校説明会 ▶5月25日［土］・▶6月22日［土］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　10：00～11：30　　  　10：00～11：30

9：30～11：30 9：30～11：30

　聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、4月～7月に開講する講座を多数
取りそろえています。皆さまのご受講を心よりお待ち申し上げております。

令和6年度第Ⅰ期［春期］公開講座のご案内

講座名コード 講師日時 受講料

●お問い合わせ：聖徳大学入学センター  フリーダイヤル0120-66-5531

詳しくはお問合せください。（★印は入会不要講座です）

　大河ドラマで注目を集める紫式部。『源氏物語』の作者として、あまり
に有名な存在です。紫式部はなぜ、このような長編物語を書くことが
できたのでしょうか。そこには〈学び〉の力がありました。彼女の〈学び〉
はまず、フィクションの物語、すなわち、魅力ある登場人物、劇的な展開、
深い心理描写と独創的な思想の反映という形で結晶化しましたが、それ
だけではありません。紫式部の〈学び〉は、現実世界の人々の心をも変
えたことがわかっています。千年前の京の都に思いを馳せつつ、現代
にも通じる〈学び〉のもつ力を明らかにしていきましょう。

令和6年度SOAオープニングセレモニー

■お問合せ先／聖徳大学生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１
メール：soa@wa.seitoku.ac.jp　　　https://www.seitoku.jp/soa/

紫式部にみる〈学び〉の力
聖徳大学文学部文学科准教授  諸井 彩子

■ 参加費／ 無料
■ 定員／500名（要事前申込）
■ 申込方法／参加申込フォームまたは電話にてお申込みください。
■ 会場／ 聖徳大学キャンパス
■ お申込み・お問合せ／聖徳大学生涯学習課
■ 電話／047-365-3601（直通）
■ メールアドレス／soa@wa.seitoku.ac.jp

■ 開催日／ 令和6年 4月20日（土） 13：30～15：00

講 演

講 師

S01 大人も楽しい図工・美術―色と形の生み出す美の世界
5/9～7/11 （木・10回）
10：15～11：40  19,000円

聖徳大学講師
木村 早苗

S02 鉛筆デッサン体験（基礎編） 6/22 （土・1回）
15：00～16：25  1,750円★

聖徳大学准教授
西園 政史

S03 幼児のための食育講座 6/14 （金・1回）
10：45～12：10  1,750円★

聖徳大学准教授
祓川 摩有

S04 ブルクミュラーを弾こう A、B
5/8～6/26 （水・8回）A13：00～14：25  14,000円B14：45～16：10

聖徳大学教授
余村 聡二郎

S05 心理カウンセリング講座カウンセリングを学んでみよう（春）
5/11～6/8 （土・5回）
13：00～14：25  8,750円

聖徳大学短期大学部教授
鈴木 由美

S06 聖徳OGが贈る♡ 介護のコツを知って、体験して介護不安を解消！ A、B、C
A5/18、B6/8、C7/6 （土・1回）
10：30～11：55 1,750円★

A・C聖徳大学准教授 池田 静香
  B  介護福祉士 秋山 佳世子

S07 聖書から考える心の健康―心の健康を聖書にある事例から楽しく、わかりやすく―
4/22～7/1 （月・5回）
13：00～14：25  8,750円

聖徳大学教授
青地 克頼

S08 生活に役立つ、遺伝子操作のはなし 6/5～6/26 （水・4回）
10：45～12：10  7,000円

聖徳大学教授
神野 茂樹

S09 ゼロから始める栄養学～食べ物と心や身体との関わり～
7/2、7/9 （火・2回）
13：00～14：25  3,500円★

聖徳大学准教授
横山 嘉子

S10 健康寿命と美味しい食事を支える食品 6/3～7/1 （月・5回）
10：30～11：55  8,750円

聖徳大学名誉教授
林 徹

S11
看護学部リレー講座 
健康的な生活習慣とは？
―あなたらしい日々をおくるために―

5/11 （土・1回）
13：00～14：25  1,750円★

聖徳大学准教授
包國 幸代

S12 “食の松戸物語” Part66春の松戸の味覚を味わう
5/9～6/6 （木・5回）
14：00～15：25 11,250円

聖徳大学教授
長江 曜子

S13 名曲探検講座～オーケストラから昭和歌謡まで
7/4 （木・1回）
13：30～14：55 1,750円★

聖徳大学准教授
大野 雄太

S14
パイプオルガン・
レクチャーコンサートシリーズ2024
                            A、B

A 6/1 （土・1回）B 6/29 1,750円★13：00～14：25 

オルガニストA小島 弥寧子
聖徳大学名誉教授B 松居 直美

S15 パイプオルガンカレッジ　　　　　　（大人向け）A、B
5/11～7/20 （土・5回）A13：00～14：25  8,750円B14：35～16：00

聖徳大学名誉教授
松居 直美

S16 音楽学部ピアノリレー講座「ピアノの魅力Part22」
6/15 （土・1回）
13：00～14：25  1,750円★

聖徳大学教授
山田 昌宏

S17 高校生から大人のための演劇入門ワークショップ
（土・6回）5/11～7/13 一般10,500円　14：45～16：10 高校生5,250円★

聖徳大学講師
武田 竹美

【コーディネーター】 聖徳大学教授
鳥井 俊之

S18 足腰を鍛えるために～Let's タップダンス！ A、B
5/7～7/9 （火・9回）A9：00～10：25  15,750円B10：40～12：05

聖徳大学准教授
関口 明子

　通信教育部では、4月26日まで令和6年
度春学期生を募集しています。ぜひこの機
会に、働きながら免許や資格が取得できる
通信教育にチャレンジしてみませんか。
　今年度は、オンライン（Zoom）による入学
説明会と個別相談を実施しています。各回
事前予約制となります。詳細はホームページ
「入学説明会」でご確認ください。

■聖徳大学 通信教育部
■聖徳大学短期大学部 通信教育部

● 入学個別相談
※WebアプリZoomを使用したオンライン個別相談となります。

開催日▶ 4月3日（水） 18：00 ～ 19：30
4月6日（土） 10：00 ～ 15：00
4月10日（水） 18：00 ～ 19：30

※予約は30分ごとになります。ご希望の日時を選択してご予約ください。

通信教育部HPより
予約受付中

当日2日前の23：59までに
ご予約ください。

※インターネットにつながる PC・タブ
レット・スマートフォンをご用意くださ
い。（インターネット通信料はご本人様
ご負担となります）

佐久バルーンフェスティバル
ゴールデン・ウィークの風物詩として信州佐久に定着した熱気球大会。国内外のトップレベルのパイ
ロットを集め、本格的な競技会を開催。浅間山をバックに、40機を超える色とりどりの気球が大空
に浮かぶ光景はまさに圧巻で見ごたえたっぷり。「子どもたちに感動を！」のコンセプトのもと、全国
から多くの観客が訪れます。また、熱気球だけでなく様々な楽しいイベントも用意されています。

日程

佐 久バルーン佐 久バルーン
 フェスティバル フェスティバル

2024年

5月3日（金）～5日（日）
開催場所：長野県佐久市周辺
主 会 場：千曲川スポーツ交流広場

写真提供：佐久市観光協会


